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－ －

１ 解答解説のページへ
正の定数 に対し を満たす実数 がちょうど つあ

る。このとき はどのような範囲にあるか。
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－ －

２ 解答解説のページへ

直線 上の点 と 放物線 上の原点 とは異なる点 に対し つの
半直線 の 軸の正の向きからはかった角をそれぞれ とおく。さらに
線分 の中点を とおく。 点 が ＜＜ を満たすように

動くとき 次の問いに答えよ。
直線 の傾きを 直線 の傾きを とするとき となることを示

せ。
点 の座標を を用いて表せ。
点 の軌跡を求めよ。
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３ 解答解説のページへ
放物線 上の 点 ＜ における接線をそれぞれ
とする。

と の交点を とするとき は 次方程式 の解で

あることを示せ。
直線 と放物線 とで囲まれた図形の面積 は である

ことを示せ。
交点 が放物線 上を動くとき 面積 の最小値を求めよ。
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４ 解答解説のページへ

個のさいころを投げるという試行をくり返す。奇数の目が出たら の勝ち 偶数
の目が出たら の勝ちとし どちらかが 連勝したら試行を終了する。

この試行が 回で終了する確率を求めよ。
この試行が 回以下で終了する確率を求めよ。
この試行が 回以上続き かつ 回目が の勝ちである確率を求めよ。
この試行がちょうど 回で終了する確率を求めよ。
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５ 解答解説のページへ

三角形 において

とおき ＜ ＜ とする。

＜ であることを示せ。

定数 に対して 辺 上の点 辺 上の点 があって
となっている。このとき を の式で表し さらに

＜ であることを示せ。
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電送数学舎 2002－ －

１ 問題のページへ
……①に対し のもとで ＞ かつ ＞ な

ので ＜ ＜ である。

………②

①を満たす実数 が つある条件は として ②を満たす実数が ＜ ＜ に
つある条件に一致する。
②より ………③
ここで とおく。

求める条件は ＜ ＞ ＜

＞ より ＜ と ＜ は成り立つので ＞ から ＞

よって ＞ （これは を満たす）

［解 説］ 
対数方程式の基本問題です。

… …

＋ －
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２ 問題のページへ
条件より なので

………①

と直線 の交点は

よって

と放物線 の交点は で から
となり である。
すると 点 は の中点より ①から

………②

………③

以上より

＜＜ より ＜ ＜ なので ②から ＜＜

②より となり これを③に代入して

したがって 点 の軌跡は 放物線 ＜＜ である。

［解 説］ 
誘導がていねいなので 方針に混乱は生じません。

β
α
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３ 問題のページへ
より なので における接線は

………①
における接線は 同様にして

………②
①②の交点 は

①より

交点 なので となり 解と係数の関係から は 次

方程式 の解である。

条件より ………③

＜ から より となり

③より なので は のとき 最小

値 をとる。

［解 説］ 
センター試験に出題されそうな頻出基本問題です。
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４ 問題のページへ

勝者を順に書くと または の場合だけより その確率は

どちらが勝者でもよい場合を と表す。
回で終了するとき より

回で終了するとき または より

回で終了するとき または より

回で終了するとき または より

～ より 回以下で終了する確率は

回目が の勝ち この試行が 回以上続くのは 回目に が勝つ場合の中か
ら という 連勝の場合を除いたものなので その確率は

回目に が勝ち終了するのは 回目に が勝ち試行が 回以上続き その後
が 連勝するときなので その確率は より

回目に が勝ち終了するのも同じなので ちょうど 回で終了する確率は

［解 説］ 
が の誘導となっています。この点に気付くのがポイントです。
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５ 問題のページへ

より

＜＜＜ より ＜
したがって ＜ から ＜

は単位ベクトルであり

よって は∠ の二等分線 は∠ の二等
分線となることより

同様にして

よって

ここで ＜ より ＞

したがって ＜ ＜ となるので より
＜＜

すなわち ＜

［解 説］ 
は単位ベクトルなので はひし形の対角線の方向を向きます。

つまり はそれぞれ∠ ∠ の二等分線となります。


